
社 会 福 祉 法 人 塩 釜 市 社 会 福 祉 協 議 会  

令 和 元 年 度  第 3 回  特 別 養 護 老 人 ホ ー ム こ こ ろ の 樹  運 営 推 進 会 議  

議 事 録  

 

 

１ ． 日  時  令 和 元 年 8 月 6 日 （ 火 曜 日 ）  

開 会  午 後 2 時 ～  閉 会  午 後 2 時 59 分  

 

２ ． 場  所  特 別 養 護 老 人 ホ ー ム こ こ ろ の 樹  

 

３ ． 出 席 者  中 里  英 夫 （ 入 居 者 代 表 ）  

阿 部  敏 雅 （ 入 居 者 家 族 代 表 ）  

佐 藤  稲 子 （ 地 域 住 民 の 代 表 者 ）  

石 崎  可 奈 子 （ 市 役 所 職 員 ）  

田 中  京 子 （ 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 職 員 ）  

※ 委 員 総 数 6 名 （ 欠 員 1 名 ） 中 5 名 出 席  

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム こ こ ろ の 樹  

 杉 船 由 紀 枝 施 設 長   星 幸 子 生 活 相 談 員  

 

社 会 福 祉 協 議 会  

遠 藤 常 務  曽 根 課 長 山 本 次 長   

 

 欠 席 者  －  

 

 

 

１ .開  会  

 

２ .あいさつ  （ 遠 藤 常 務 ）  

 

３ .協  議  （ 要 旨 ）  

 

① 近 況 報 告 （ 杉 船 施 設 長 ・ 星 相 談 員 ）  

 

・  入 居 者 28 名 。 内 、 入 院 中 1 名 。  

・  7/1、入 居 者 の Ｍ 様 が 入 院 先 で 死 去 。体 調 を 崩 す 方 が 多 く 、6 月 2 名 、

7 月 1 名 の 入 院 。  

・  退 院 後 、 口 か ら の 食 事 摂 取 が 難 し く な り 、 ご 家 族 や 嘱 託 医 の 判 断 で

看 取 り と な っ た 方 が い る 。  

・  7 月 よ り 新 規 入 居 1 名 、 92 歳 男 性 。 慶 ユ ニ ッ ト へ 。  

・  シ ョ ー ト 稼 働 率 は 6 月 88.9％ 、7 月 103.3％ 。新 規 利 用 者 は 6 月 な し 、



7 月 3 名 。 7 月 は 空 床 利 用 が あ り 稼 働 率 が 100％ を 超 え た 。  

・  行 事 に つ い て は 資 料 の と お り 。 6/19 の 傾 聴 の 会 プ チ サ ロ ン は 月 2 回

開 催 。 ハ ー モ ニ カ 演 奏 披 露 な ど も 行 っ て い る 。 7/14、 み な と 祭 り 花

火 大 会 は 天 候 や 身 体 状 況 を 鑑 み て 、多 く が 部 屋 か ら の 鑑 賞 と な っ た 。 

・  6 月 に 採 用 さ れ た 介 護 経 験 の あ る 職 員 が 体 調 不 良 の た め 退 職 と な っ

て し ま っ た 。  

・  夕 食 時 に 人 手 が 足 り ず 、他 事 業 所 職 員 が 見 守 り の 支 援 に 入 っ て い る 。 

 

 

② 夏 祭 り の 報 告 （ 杉 船 施 設 長 ）  

 

（ 杉 船 施 設 長 ）  

言 葉 で 伝 え る の は 難 し い の で 写 真 を ま と め た 報 告 書 を 配 布 し た の で

参 照 し て い た だ き た い 。 入 居 者 28 名 、 シ ョ ー ト 利 用 者 9 名 、 家 族 22

名 、 ボ ラ ン テ ィ ア 14 名 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 職 員 5 名 が 参 加 。 本 部

職 員 も 準 備 段 階 か ら 手 伝 っ て も ら っ た 。管 理 栄 養 士 や レ ク レ ー シ ョ ン

委 員 会 が 中 心 と な り 企 画 。食 事 が 豊 富 に あ り 、デ ザ ー ト ま で 食 べ ら れ

な か っ た 。  

 

（ 資 料 の 写 真 を 説 明 し た ）  

 

 

（ 杉 船 施 設 長 ）  

遠 藤 常 務 に は 「 さ そ り 座 の 女 」 を 歌 っ て 盛 り 上 げ て い た だ い た 。  

 

（ 中 里 委 員 ）  

昨 年 は 、 沢 田 研 二 だ っ た か ？  

 

（ 星 相 談 員 ）  

西 城 秀 樹 だ 。  

 

 

（ 中 里 委 員 ）  

こ れ ま で あ っ た 職 員 の 尻 相 撲 や 仮 装 が な く て 残 念 だ っ た が 、忙 し い の

で 仕 方 が な い 。  

 

（ 杉 船 施 設 長 ）  

今 年 も 実 施 の 案 は 出 て い た が 、 時 間 が 足 り ず 中 止 と な っ た 。  

 

（ 中 里 委 員 ）  

以 前 あ っ た 中 庭 で の 流 し 素 麺 も 良 か っ た 。ま た 、玄 関 先 で 焼 き 鳥 を 焼



い た こ と も あ っ た 。  

 

（ 杉 船 施 設 長 ）  

入 居 者 の 身 体 状 況 が 悪 く な っ て お り 、外 に 出 る の が 難 し く な っ て い る 。

ま た 、介 助 に ス タ ッ フ が 取 ら れ て 、安 全 の 確 保 が で き な い 。そ の よ う

な 状 況 で 楽 し ん で い た だ け る よ う な 内 容 を 担 当 が 企 画 し て い る 。今 年

の 反 省 点 を 来 年 に 活 か し た い 。  

 

（ 中 里 委 員 ）  

外 で や る こ と は 近 隣 へ の ア ピ ー ル に な る 。子 ど も が 集 ま っ て く る か も

し れ な い 。  

 

（ 杉 船 施 設 長 ）  

確 か に 入 り や す く な る か も し れ な い 。参 考 に す る 。ま た 、以 前 は ボ ウ

リ ン グ や く じ 引 き 、 水 ヨ ー ヨ ー も あ っ た 。  

 

（ 阿 部 委 員 ）  

中 里 委 員 が 過 去 の 企 画 を 覚 え て い る の は す ご い こ と 。そ れ だ け 印 象 が

強 い 企 画 だ っ た の だ ろ う 。食 べ 物 の チ ョ イ ス も 難 し い の で は は か っ た

か ？ 食 べ ら れ る 人 が 少 な い 。 最 後 の よ し こ の 塩 釜 は 盛 り 上 が る 。  

 

（ 杉 船 施 設 長 ）  

昨 年 は よ し こ の 塩 釜 は 1 回 の み 。 今 年 は 2 回 と し た 。  

 

（ 星 相 談 員 ）  

曲 が 長 く 、 体 力 的 に 1 回 と し て み た が 、「 も っ と 踊 り た か っ た 」 と の

声 が あ り 反 映 さ せ た 。 ま た 、 去 年 は 中 里 委 員 か ら 「 輪 が 小 さ か っ た 」

と の 意 見 が あ り 、 今 年 は 大 き め の 輪 に な る よ う 工 夫 し た 。  

 

（ 杉 船 施 設 長 ）  

ま た 、今 年 は 企 画 と 企 画 の 間 の 会 場 設 営 の 時 間 に 入 居 者 の カ ラ オ ケ を

入 れ て み た 。 手 探 り で 作 り 上 げ た 夏 祭 り だ っ た 。  

 

 

③ 内 部 研 修 報 告 （ 星 相 談 員 ）  

 

（ 星 相 談 員 ）  

6/18、内 部 職 員 研 修 を 行 っ た 。毎 月 第 三 火 曜 日 に 実 施 し て い る 。今 回

は 講 師 に ヘ ル シ ー フ ー ド 株 式 会 社 よ り 佐 々 木 様 を 講 師 に 迎 え た 。入 居

者 の レ ベ ル 低 下 が 見 ら れ る 中 、食 事 の ト ロ ミ の 付 け 方 を 学 ん だ 。研 修

後 、 参 加 者 に 感 想 の ア ン ケ ー ト を 取 る こ と し て い る が 、「 身 近 な 問 題



な の で 参 考 に な っ た 」 と の 意 見 が 多 か っ た 。 ま た 、 伝 達 研 修 も 行 い 、

管 理 栄 養 士 が 嚥 下 に つ い て 外 部 研 修 で 学 ん だ こ と を 職 員 へ 伝 え た 。

7/16 は 「 ノ ー リ フ テ ィ ン グ ケ ア に つ い て 」 と 題 し て 研 修 を 行 っ た 。  

講 師 は 株 式 会 社 ア カ ネ 福 祉 の 浅 沼 様 。腰 痛 予 防 の 観 点 か ら 介 護 用 リ フ

ト を 実 際 に 持 ち 込 ん で も ら い 体 験 し た 。最 近 の 傾 向 と し て 高 齢 者 の 身

体 が 大 き く な っ て い る し 、職 員 も 高 齢 化 し て い る 。最 初 の 印 象 は「 怖

そ う 」だ っ た が 、操 作 も 簡 単 で 安 定 感 が あ り 怖 い 思 い は な か っ た 。ア

ン ケ ー ト で は「 リ フ ト の 導 入 で 職 員 、入 居 者 共 に 不 安 な く 移 動 で き る

の で は な い か 」「 サ イ ズ が 大 き い の で は な い か 」 と の 意 見 が あ っ た 。

ま た 、 同 日 に 看 取 り の 研 修 も 行 っ た 。  

 

（ 杉 船 施 設 長 ）  

ユ ニ ッ ト サ ブ リ ー ダ ー が 中 心 と な り 企 画 し て い る 。身 近 な 課 題 の 研 修

と な る の で 役 に 立 っ て い る 。 次 回 は 、 避 難 訓 練 を 行 う 。  

 

 

（ 中 里 委 員 ）  

先 日 、 震 度 4 の 地 震 が あ っ た 。 も し 夜 間 で 津 波 警 報 が 出 さ れ た 場 合 、

職 員 が 少 な く 避 難 に 不 安 が あ る 。  

 

（ 星 相 談 員 ）  

地 震 が あ っ た 日 は 、深 夜 に も 関 わ ら ず 本 部 職 員 が 4 名 集 ま っ た 。津 波

の 心 配 が な い と い う こ と で 解 散 と な っ た 。応 援 連 絡 体 制 は 取 れ て い る 。 

 

（ 曽 根 課 長 ）  

先 日 も 10～ 20 分 で 本 部 職 員 が 集 ま れ た 。 た だ 、 例 え ば 大 津 波 警 報 が

出 る よ う な 災 害 で あ れ ば 、 本 当 に 集 ま れ る の か ど う か は 分 か ら な い 。

集 ま れ な い 場 合 に 備 え 、 次 回 の 避 難 訓 練 を 行 う 。  

 

（ 中 里 委 員 ）  

何 年 か 前 、実 際 に 津 波 注 意 報 が 出 て 2 階 に 避 難 し た 。そ の よ う な 場 合

も 職 員 は 自 身 や 家 族 を 守 ら な く て は な ら な い 。  

 

（ 星 相 談 員 ）  

入 居 者 に 安 心 し て 過 ご し て も ら え る よ う 、避 難 訓 練 を 適 切 に 行 い た い 。 

 

（ 杉 船 施 設 長 ）  

夜 勤 を す る 職 員 も 不 安 で あ る 。避 難 訓 練 を 行 い 、責 任 を 持 っ て 行 動 で

き る よ う に し た い 。ま た 、近 所 の 方 も 避 難 し て く る か も し れ な い 。と

り あ え ず 、 1 階 の 入 居 者 を 2 階 に 上 げ る 。 そ の 後 の 状 況 で 全 員 3 階 に

上 が る よ う に 計 画 し て い る 。  



 

（ 石 崎 委 員 ）  

夏 祭 り の 様 子 が 写 真 で 見 ら れ 、 と て も 楽 し そ う に し て い て 良 か っ た 。

風 船 バ レ ー は 、地 域 の サ ロ ン で も 安 全 に 行 え る レ ク と し て や っ て み た

い と 思 っ た 。 食 事 の 取 れ な い 方 の 報 告 が あ っ た が 、 理 由 は 何 か ？  

 

（ 杉 船 施 設 長 ）  

良 く 分 か っ て い な い 。精 神 的 な も の で は な い か と 医 療 に つ な げ た と こ

ろ 。認 知 症 は あ る 。食 べ る 時 食 べ な い 時 が あ る 。対 応 な の か 、声 が け

な の か 、 味 覚 障 害 な の か 、 気 持 ち の 問 題 な の か 、 原 因 が 分 か ら な い 。 

 

（ 星 相 談 員 ）  

認 知 症 な の か 、身 体 的 な も の な の か 、医 療 も 2 ヵ 所 あ た っ て い る 。意

思 を は っ き り 伝 え ら れ る 方 な の で ケ ア の 仕 方 を 変 え れ ば … と の 思 い

も あ る 。  

 

（ 杉 船 施 設 長 ）  

食 べ な い と 体 力 が 低 下 す る の で 、 家 族 に 相 談 し 早 急 に 対 応 し た 。  

 

 

 

４ .事務連絡    次 回 は 10 月 8 日 （ 火 ） 14:00 か ら  

 

 

５ .閉  会  

 


